
令和７年度補正予算のEBPM「ひとり親家庭等のこどもの食事等支援事業」

課題データ 支援を必要とするひとり親家庭等のこども等に対し、国から自治体を経由して食料品や学用品等の支援を行う場合、事務手続きに時間を要するため、ひとり親家庭等のこど
も等へ必要な時に必要な支援が届きにくい現状がある。

事業

ひとり親家庭等のこどもの食事等支援事業 令和７年度補正予算：15億円

こどもの貧困や孤独・孤立への緊急的な対応として、ひとり親家庭等の要支援世帯のこども等を対象としたこども食堂等に対し、運営支援等を行う中間支
援法人を公募し、その取組に要する経費を補助する事業である。
・実施主体：民間団体

EBPM

指
標

アウトプット

短期
アウトカム

長期
アウトカム

目
標

こども・若者の幸福な生活 ／ 少子化トレンドを大きく変える ／ 未来を担う人材の育み

こども・若者の権利保障と
その視点の尊重、意見聴取と対話 良好な成育環境の提供 すべてのこども・若者の

健やかな成長の保障
結婚・子育てに関する希望の形成と

その実現を阻む隘路の打破

※アウトプット、アウトカムの（ ）内は直近の実績値

こどもの貧困や孤独・孤立への緊急的な支援として、
支援が必要な全てのひとり親家庭等のこども等へ、食料等支援を行う。

補助対象となったこども食堂等の数
2025年度 600件（1,554件）

広域的にこどもの貧困や孤独・孤立への緊急的な支援を行う団体への補助
中間支援法人数

2025年度 8件（13件）

中期
アウトカム ー

補助対象となったこども食堂等の数
2025年度 600件（1,422件）

国が採択した中間支援法人数
2025年度 ９件（18件）
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